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5 月 1 5 日

柴橋小学校51名の卒業生

在校生不在でガラガラの体育館

№1452020年

新型コロナウイルスなんかに負けないぞ。
輝かしい未来を切り開こう！
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　第１回定例会は、３月２日から３月23日まで
22日間の会期で開かれました。主に令和２年度
寒河江市一般会計予算や市立病院や上下水道の
事業会計予算、ふるさと納税の寄附金増加によ
る基金管理事業や小中学校へのＬＡＮ工事を行
う等の補正予算等について審議されました。

同

意

寒
河
江
市
監
査
委
員
の
選
任

船
田　
孝
夫
さ
ん
（
入
倉
）

予
算
関
係

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
）

地
域
消
費
喚
起
推
進
事
業

議
員　
消
費
税
増
税
に
伴
う
消

費
喚
起
を
目
的
に
行
わ
れ
た
事

業
で
あ
る
が
、
当
初
６
千
人
を

見
込
ん
で
い
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
換
券
者
が
実
際
は

約
４
千
人
だ
っ
た
た
め
、
５
千

万
円
の
減
額
補
正
と
な
っ
た
。

こ
の
状
況
を
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
考
え
ら
れ
る
辞
退
し
た

理
由
と
し
て
、
今
回
５
千
円
の

プ
レ
ミ
ア
が
付
い
た
商
品
券
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
５
千
円

の
プ
レ
ミ
ア
が
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
申
請

議
案
に
対
す
る

主
な
質
疑
等

が
面
倒
だ
と
感
じ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
理
由
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
検
証
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
事
業

議
員　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ（
ギ
ガ
）

ス
ク
ー
ル
構
想
で
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
は
令
和
２
年
度

ま
で
、
端
末
の
整
備
は
同
５
年

度
ま
で
に
行
う
こ
と
と
し
て
い

た
と
思
う
が
、
端
末
の
整
備
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
の
計
画
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
補
正

予
算
を
新
年
度
に
繰
り
越
し
、

１
年
を
か
け
て
実
施
す
る
予
定

で
す
。
そ
の
間
、
学
校
と
教
育

委
員
会
で
端
末
の
整
備
に
つ
い

て
協
議
し
、
令
和
５
年
度
に
向

け
段
階
的
に
整
備
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

新
市
民
浴
場
整
備
事
業

議
員　
市
民
浴
場
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
可
能
性
調
査
は
、
ど
れ
く
ら

い
の
期
間
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
調
査
期
間
は
今
年
４
月

か
ら
11
月
頃
ま
で
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

議
員　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
で
き
な

い
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
か
。

答
弁　
手
を
挙
げ
る
民
間
事
業

者
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
市
の
単
独
事
業
で
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
寒
河
江
市
一
般

会
計
予
算

歳
入

議
員　
昨
年
10
月
か
ら
消
費
税

が
２
％
増
と
な
っ
た
が
、
こ
の

増
税
分
は
本
市
に
お
い
て
、
ど

の
程
度
社
会
保
障
に
充
て
ら
れ

た
の
か
。

答
弁　
約
５
億
１
，
６
０
０
万

円
が
社
会
福
祉
、
社
会
保
険
、

保
健
衛
生
の
事
業
に
充
て
ら
れ

ま
し
た
。

臨
時
職
員
等
給
与
費

議
員　
臨
時
職
員
等
給
与
費
で

計
上
し
て
い
る
会
計
年
度
任
用

職
員
は
何
人
か
。
ま
た
、
各
課

に
配
置
さ
れ
る
再
任
用
職
員
は
、

何
人
に
な
る
の
か
。

答
弁　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
と
し
て
、
臨
時
職

員
等
給
与
費
に
30
人
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
再
任
用
職

員
は
、
10
人
と
な
り
ま
す
。

自
動
車
急
発
進
防
止
装
置
設
置

費
補
助
金

議
員　
昨
年
９
月
の
補
正
予
算

に
お
い
て
、
半
年
で
１
０
０
人

分
を
見
込
ん
だ
２
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
た
。
申
請
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
申
請
者
に
つ
い
て
は
、ひ

と
月
当
た
り
約
10
名
が
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
来
て
い
る
状
況
で
す
。

市
内
循
環
型
公
共
運
行
事
業

議
員　
新
年
度
の
利
用
者
数
を

上
げ
る
た
め
の
取
組
は
。

答
弁　
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
委
託
事
業
者
へ
の
聞
き
取

り
等
を
継
続
的
に
実
施
し
、
利

便
性
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
利
用
者
増
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令和２年第１回定例会（３月定例会）
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

議
員　
病
児
保
育
、
病
後
児
保

育
の
予
算
措
置
に
つ
い
て
、
利

用
状
況
等
を
鑑
み
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
利
用
状
況
に
限
ら
ず
、

確
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ス
タ
ッ
フ
の
方
と
い
う
の

が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
利
用

者
が
伸
び
る
よ
う
、
保
護
者
の

み
な
ら
ず
、
各
医
療
機
関
等
へ

の
周
知
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

自
殺
対
策
事
業

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
に
伴
う

自
殺
率
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
。

新
年
度
、
新
た
に
実
施
さ
れ
る

対
策
な
ど
は
あ
る
か
。

答
弁　
自
殺
対
策
と
し
て
は
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
人
材
育
成

に
加
え
、
相
談
窓
口
の
周
知
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
年

度
予
算
で
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

を
掲
載
し
、
セ
ル
フ
メ
ン
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
促
進
と
相
談
窓
口

等
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

さ
く
ら
ん
ぼ
労
力
確
保
対
策
事
業

議
員　
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
期

に
労
働
力
を
確
保
し
よ
う
と
始

め
ら
れ
た
『
さ
く
ら
ん
ボ
ー
ナ

ス
』
が
、
新
年
度
か
ら
新
規
の

方
の
み
対
象
と
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
結
果
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

た
労
働
者
の
ほ
ぼ
全
て
の
方
が
、

来
年
も
同
じ
農
家
で
働
き
た
い

と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
新
年
度
に
向
け
た
一

定
の
労
働
力
は
、
確
保
さ
れ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
雇

用
し
た
農
家
の
方
か
ら
は
、
新

規
労
働
者
の
方
と
の
接
点
が
な

い
た
め
、
労
働
力
を
確
保
で
き

な
い
と
の
回
答
が
目
立
ち
ま
し

た
の
で
、
市
で
は
、
新
規
労
働

者
確
保
に
重
点
を
置
く
こ
と
に

し
た
こ
と
が
理
由
と
な
り
ま
す
。

内
水
面
水
産
振
興
事
業

議
員　
鮎
の
稚
魚
放
流
だ
け
で

は
な
く
、
カ
ワ
ウ
や
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
等
へ
の
対
応
策
が
必
要
で
は
。

答
弁　
現
在
、
漁
協
に
お
い
て

カ
ワ
ウ
に
対
す
る
花
火
等
に
よ

る
追
い
払
い
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
カ
ワ
ウ
に
対
し
て
は

水
糸
を
張
っ
て
の
追
い
払
い
を
、

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
に
対
し
て
は
網

を
か
け
て
の
駆
除
を
試
験
的
に

行
い
、
そ
の
成
果
を
み
て
対
応

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
セ
ン
タ
ー

維
持
管
理
事
業

議
員　
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｅ
に
設
置
し
て
あ
る
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
を
自
動
的
に
運
転
開

始
・
停
止
と
な
る
感
知
式
に
変

え
れ
ば
、
電
気
料
を
抑
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
感
知
式
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
に
更
新
す
る
と
な
る
と
、

多
額
の
入
れ
替
え
費
用
が
か
か

り
ま
す
。
現
在
の
入
館
者
数
を

勘
案
し
ま
す
と
、
費
用
対
効
果

の
観
点
か
ら
、
現
状
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
点
検
し
な
が
ら
使

用
し
た
ほ
う
が
、
少
コ
ス
ト
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
新
設
改
良
事
業

議
員　
島
踏
切
の
工
事
は
、
新

年
度
に
完
成
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
に
い
つ
ご
ろ
完
成
す
る

の
か
。
ま
た
、
工
事
中
は
、
通

行
止
め
と
な
る
の
か
。

答
弁　
島
踏
切
の
工
事
は
、
Ｊ

Ｒ
と
協
議
し
な
が
ら
行
い
ま
す

が
、
協
定
で
来
年
の
３
月
末
ま

で
完
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

現
段
階
に
お
い
て
、
い
つ
完
成

す
る
か
は
未
定
で
す
。
ま
た
、

工
事
期
間
中
は
、
通
行
止
め
に

な
る
予
定
で
す
。

除
雪
事
業

議
員　
今
シ
ー
ズ
ン
除
雪
の
出

動
回
数
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
続
い
て
除
雪
を
請
け
負

え
な
い
と
な
ら
な
い
よ
う
、今
後

待
機
補
償
料
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　
今
シ
ー
ズ
ン
の
よ
う
な

除
雪
状
況
が
続
く
よ
う
で
あ
れ

ば
、
待
機
補
償
料
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

防
災
対
策
事
業

議
員　
災
害
時
に
備
え
て
、
乳

児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
程
度
備

蓄
す
る
の
か
。

答
弁　
保
存
期
間
が
約
１
年
の

も
の
を
、２
５
０
本
備
蓄
し
ま
す
。

小
学
校
施
設
整
備
事
業

中
学
校
施
設
整
備
事
業

議
員　
特
別
教
室
等
の
空
調
設

備
工
事
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

来
年
度
で
空
調
の
整
備
と
い
う

の
は
全
て
完
了
す
る
の
か
。

答
弁　
小
学
校
に
お
い
て
は
、

南
部
小
学
校
と
高
松
小
学
校
の

暖
房
設
備
が
、
ボ
イ
ラ
ー
を
利

用
し
た
暖
房
で
は
な
く
、
電
気

暖
房
の
設
備
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
電
気
料
が
大
変
高
額
で
す

の
で
、
他
校
に
先
行
し
て
整
備

を
し
、
電
気
料
の
削
減
を
図
り

た
い
と
考
え
て
ま
す
。
中
学
校

に
お
い
て
は
、
陵
東
中
学
校
の

ボ
イ
ラ
ー
が
ど
う
し
て
も
新
年

度
に
は
更
新
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

更
新
費
用
と
空
調
設
備
費
用
を

考
え
た
場
合
、
エ
ア
コ
ン
の
工
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事
を
し
た
ほ
う
が
費
用
対
効
果

も
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
ボ

イ
ラ
ー
で
は
な
く
、
暖
房
も
エ

ア
コ
ン
を
利
用
し
た
設
備
に
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
陵
東

中
学
校
を
先
行
し
て
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
が
え
っ
こ
育
み
推
進
事
業

議
員　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
、

南
部
小
学
校
、
西
根
小
学
校
、

柴
橋
小
学
校
、
高
松
小
学
校
、

陵
東
中
学
校
の
５
校
で
先
行
実

施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
委
員

の
人
数
や
報
酬
の
金
額
は
ど
れ

く
ら
い
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁　
現
在
、
要
綱
案
と
い
う

段
階
で
す
が
、
委
員
は
各
学
校

15
〜
20
名
、
報
酬
額
は
１
人
当

た
り
年
１
万
２
千
円
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
寒
河
江
市
立
病

院
事
業
会
計
予
算

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
マ
ス
ク
、
防
護
服
、

ゴ
ー
グ
ル
等
の
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
市
立
病
院
で
は

こ
れ
ら
を
備
蓄
す
る
た
め
の
予

算
は
計
上
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
備
蓄
品
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
た
な
卸
し
資
産
の
購
入

限
度
額
に
記
載
の
と
お
り
で
す
。

流
通
状
況
を
見
な
が
ら
適
宜
購

入
し
て
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
用
の
サ

ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
と
防
護
服
は

す
で
に
備
蓄
さ
れ
て
い
る
た
め
、

万
が
一
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら

を
使
う
と
い
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
さ
ら
に
、
今
後
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
国
、
県
か

ら
然
る
べ
き
予
算
措
置
も
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
寒
河
江
市
水
道

事
業
会
計
予
算

議
員　
自
己
水
源
を
強
化
す
る

た
め
、
第
１
号
井
戸
を
更
新
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
い
つ
ま
で

に
更
新
と
な
る
の
か
。

答
弁　
第
１
号
井
戸
は
、
建
設

し
て
か
ら
50
年
近
く
経
過
し
、

傷
ん
で
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す

の
で
、来
年
度
中
に
更
新
し
ま
す
。

条
例
関
係

寒
河
江
市
市
民
浴
場
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

議
員　
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
等
に
対
し
、
市
民
浴
場
の
使

用
料
を
無
料
と
す
る
期
間
を
１

年
間
延
長
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

現
在
、
避
難
者
は
市
内
に
何
名

く
ら
い
い
る
の
か
。

答
弁　
２
月
28
日
現
在
、
避
難

者
の
方
は
65
名
お
り
、
世
帯
数

に
す
る
と
25
世
帯
で
す
。

請
願
関
係

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企

業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　
こ
の
議
案
に
対
し
、
２
人
の

議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

反
対
討
論

議
員　
こ
の
請
願
の
タ
イ
ト
ル

に
つ
い
て
は
何
ら
反
対
す
る
も

の
で
は
な
い
が
中
身
に
つ
い
て

疑
念
が
あ
る
。
東
京
と
山
形
県

を
比
較
し
た
場
合
、
売
り
上
げ

に
も
差
が
あ
り
、
客
数
も
違
う
。

同
じ
条
件
で
あ
れ
ば
、
時
給
を

東
京
並
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
思
う
が
、
条
件

が
違
う
も
の
を
一
律
に
考
え
る

の
は
無
理
が
あ
る
。
人
件
費
が

突
出
し
て
多
け
れ
ば
、
赤
字
に

転
落
し
、
赤
字
が
続
け
ば
倒
産

や
閉
店
に
追
い
込
ま
れ
、
雇
用

主
も
労
働
者
も
失
業
し
て
し
ま

い
、
人
口
の
流
出
は
ま
す
ま
す

加
速
し
て
い
く
事
が
予
想
さ
れ

る
。
ま
た
、
世
界
的
に
猛
威
を

ふ
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
日
本
経
済
は

大
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
今
は

賃
金
を
大
幅
に
上
げ
る
改
定
よ

り
も
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
方

向
に
、
全
国
民
が
一
体
と
な
っ

て
進
む
時
で
は
な
い
か
。
今
回

の
こ
の
請
願
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が

悪
く
、
多
く
の
方
に
理
解
し
に

く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

意
見
書
の
提
出
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

議
員　
働
き
方
改
革
や
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
を
目
指
す
う
え

で
、
最
低
賃
金
改
善
と
地
域
間

格
差
是
正
は
、
超
党
派
の
議
員

で
つ
く
る
議
員
連
盟
が
共
同
で

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
、

党
利
党
略
な
し
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
今
回
政
府
が
要
請
し

た
イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛
・
延

期
・
中
止
に
と
も
な
い
経
済
的

損
失
を
直
接
被
っ
た
方
々
へ
の

補
償
を
含
め
た
救
済
策
を
打
ち

出
す
こ
と
が
、
待
っ
た
な
し
で

必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
市
民
の

誰
も
が
声
を
大
に
し
て
訴
え
て

い
る
。
休
業
補
償
は
算
定
基
礎

で
あ
る
日
額
８
３
３
０
円
、
時

給
で
１
０
４
１
円
が
全
国
一
律

支
給
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
の

４
つ
の
格
差
区
分
を
廃
止
す
べ

き
だ
。
地
域
で
働
く
勤
労
市
民
、

特
に
、
一
番
弱
い
立
場
の
若
者
、

女
性
、
高
齢
者
が
そ
の
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
非
正
規
労
働
者
の
生

活
を
守
り
、
そ
の
雇
用
主
で
あ

る
中
小
零
細
企
業
の
支
援
を
さ

ら
に
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
賛
成

す
る
。
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令和２年第１回定例会（３月定例会）の提出議案と採決結果
議案番号 議　案　名 採決結果

議第１号
令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第７号）[ふるさと納税に係る寄附金の増加に
伴うまちづくり基金への積立金増額や小中学校ＩＣＴ活用支援事業費等20億7,880万３
千円を追加。]

可決(全会一致)

議第２号
令和元年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）[総合交付金による浄
化センター建設事業の年度内完了が困難なため、翌年度に繰り越して使用できる経費
（繰越明許費）を９千万円とするもの。]

可決(全会一致)

議第３号
令和元年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）[医療費の増嵩に伴う保
険給付費と前年度決算に伴う基金積立金および保険給付費等交付金の精算に伴う償還金
等4,307万３千円を追加。]

可決(全会一致)

議第４号 令和２年度寒河江市一般会計予算[予算規模：216億5,700万円] 可決(全会一致)
議第５号 令和２年度寒河江市国民健康保険特別会計予算[予算規模：40億6,451万５千円] 可決(全会一致)
議第６号 令和２年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算[予算規模：５億3,519万５千円] 可決(全会一致)
議第７号 令和２年度寒河江市介護保険特別会計予算[予算規模：48億541万９千円] 可決(全会一致)
議第８号 令和２年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算[予算規模：2,416万円] 可決(全会一致)
議第９号 令和２年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算[予算規模：70万８千円] 可決(全会一致)

議第１０号

令和２年度寒河江市下水道事業会計予算
　予算規模／収益的収入：15億7,102万９千円、支出：15億1,573万８千円
　　　　　　資本的収入：７億5,392万７千円、支出：12億8,768万８千円
　※ 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額については、当年度分損益勘定留保
資金等で補てん。

可決(全会一致)

議第１１号

令和２年度寒河江市立病院事業会計予算
　予算規模／収益的収入：20億1,510万円、支出：20億1,510万円　　　
　　　　　　資本的収入：１億279万７千円、支出：１億5,346万１千円
　※ 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額については、過年度分損益勘定留保
資金等で補てん。

可決(全会一致)

議第１２号

令和２年度寒河江市水道事業会計予算
　予算規模／収益的収入：11億1,780万円、支出：10億5,615万７千円　　
　　　　　　資本的収入：8,300万円、支出：６億8,728万２千円
　※ 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額については、過年度および当年度分
損益勘定留保資金等で補てん。

可決(全会一致)

議第１３号
寒河江市監査委員条例の一部改正について[識見を有する者のうちから選任する監査委
員を常勤から非常勤へ移行すること及び地方自治法の一部改正に伴い、所要の改正をす
るもの。]

可決(賛否表参照)

議第１４号 寒河江市課制条例の一部改正について[地域防災力強化の取組を一層推進するため、防
災危機管理課を創設することに伴い、所要の改正をするもの。] 可決(全会一致)

議第１５号
寒河江市印鑑条例の一部改正について[成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正
化等を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、所要の改正をするも
の。]

可決(全会一致)

議第１６号
寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例等の一部改正について[識見を有する
者のうちから選任する監査委員を常勤から非常勤へ移行することおよび新たな非常勤職
員の設置に伴い、所要の改正をするもの。]

可決(賛否表参照)

議第１７号
寒河江市手数料条例の一部改正について[情報通信技術の活用による行政手続等に係る
関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等にお
ける情報通信の技術の利用に関する法律等並びに工業標準化法の一部改正等に伴い、所
要の改正をするもの。]

可決(全会一致)

議第１８号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について[東日本大震災の被災者等に対し、
市民浴場の使用料を無料とする期間を１年間延長するため、所要の改正をするもの。] 可決(全会一致)

議第１９号
寒河江市中小企業及び小規模企業振興基本条例の制定について[地域社会の担い手とし
て重要な役割を果たしている中小企業および小規模企業の振興のために、基本理念、市
の責務等を定めることにより、中小企業および小規模企業の活性化を図り、もって地域
経済の発展と市民生活の向上に寄与することを目的として、本条例を制定するもの。]

可決(全会一致)
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議案番号 議　案　名 採決結果

議第２０号 寒河江市営住宅条例の一部改正について[民法の一部改正および連帯保証人の要件の見
直し等に伴い、所要の改正をするもの。] 可決(全会一致)

議第２１号
下水道事業の地方公営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
[下水道事業の地方公営企業法全部適用に伴い、関係条例の整備を図るため、本条例を
制定するもの。]

可決(全会一致)

議第２２号 寒河江市立病院事業の設置等に関する条例の一部改正について[地方自治法の一部改正に
伴い、所要の改正をするもの。] 可決(全会一致)

議第２３号

「寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定の締結について」の
一部変更について（平成３０年度における寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建
設工事に関する協定）[寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの汚泥濃縮設備・中
央監視制御装置更新工事の内容変更等に伴い、協定金額について変更するもの。]

可決(全会一致)

議第２４号

「寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定の締結について」の
一部変更について（令和元年度における寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設
工事に関する協定）[寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの最初沈殿池設備・反
応タンク設備更新工事の内容変更等に伴い、協定金額について変更するもの。]

可決(全会一致)

議第２５号
指定管理者の指定の期間の変更について[寒河江市市民浴場について、令和５年度に新た
に移転することに伴い、それまでの間、現行の指定管理者の指定期間を３年間延長する
もの。]

可決(全会一致)

議第２６号 市道路線の変更について[道路網の再編に伴い、１路線の終点を変更しようとするもの。] 可決(全会一致)

議第２７号 市道路線の認定について[円滑な道路交通の確保と住民生活の向上に資するため、３路
線を認定するもの。] 可決(全会一致)

議第２８号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について[葉山市民荘敷地内の池の埋め
立て工事について、一部設計変更により経費が増額見込みであること、また、着工を次
年度に延期したことから、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置
等に関する法律に基づき、幸生辺地にかかる公共的施設の総合整備計画を変更するも
の。]

可決(全会一致)

議第２９号 寒河江市監査委員の選任について[任期満了に伴い、新たに船田孝夫さんを選任するもの。] 同意(全会一致)

議第３０号
令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第８号）[国の地方創生拠点整備交付金を活用し
実施する慈恩寺ガイダンス施設整備に係る史跡慈恩寺旧境内整備事業費２億7,331万４
千円を追加。]

可決(全会一致)

議第３１号
令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第１号）[国の地方創生拠点整備交付金を活用し
実施する慈恩寺ガイダンス施設整備に係る史跡慈恩寺旧境内整備事業を令和元年度で行
うため、令和２年度当初予算から２億7,331万４千円を減額するもの。]

可決(全会一致)

請願第１号 「最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書」の提出を求める請願 不採択
(賛否表参照)

議会案第１号 寒河江市議会委員会条例の一部改正について 可決(全会一致)
議会案第２号 最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書の提出について 否決(賛否表参照)

議案採決賛否表

○は賛成、×は反対、※議長は採決に加わらない。

議席番号 
議員氏名 

  議案番号

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16
採
決
結
果

柏
倉　
信
一

太
田　
陽
子

鈴
木
み
ゆ
き

安
孫
子
義
徳

月
光　
裕
晶

後
藤
健
一
郎

伊
藤　
正
彦

渡
邉　
賢
一

古
沢　
清
志

佐
藤　
耕
治

太
田　
芳
彦

沖
津　
一
博

國
井　
輝
明

荒
木　
春
吉

木
村
寿
太
郎

阿
部　
　
清

議第１３号 ※ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議第１６号 ※ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請願第１号 ※ ○ ○ × × × × ○ × × ○ ○ × ○ × × 不採択

議会案第２号 ※ ○ ○ × × × × ○ × × ○ ○ × ○ × × 否決



一般質問

7 市議会だより2020.5.15

①
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

②
寒
河
江
市
の
特
産
品
「
子
姫
芋
」
を

加
工
し
た
上
で
更
に
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

の
た
め
活
性
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
①
寒
河
江
ブ
ラ
ン
ド
・
魅
力
発

信
協
議
会
と
連
携
し
た
研
修
会
等
の
開

催
や
、
農
業
者
と
商
工
業
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
国
や
県

の
制
度
を
活
用
し
６
次
産
業
化
の
ア
イ

デ
ア
の
具
体
化
を
支
援
す
る
考
え
で
す
。

②
生
産
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
子
姫
芋

の
更
な
る
販
路
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
協
議
会

の
会
員
で
あ
る
食
品
加
工
業
者
等
に
子

姫
芋
を
活
用
し
た
加
工
品
や
料
理
の
開

発
を
呼
び
か
け
、
支
援
す
る
考
え
で
す
。

慈
恩
寺
観
光
に

地
元
食
材
飲
食
コ
ー
ナ
ー
を

①
来
年
度
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
が
完
成
す

る
ま
で
に
、
史
跡
や
参
拝
ル
ー
ト
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
が
計
画
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

②
観
光
を
盛
り
上
げ
る
に
は
、
地
元
の

　
県
大
会
以
上
を
開
催
で
き
ず
、
競
技

団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
障
が
い
者

ア
ス
リ
ー
ト
も
早
期
の
改
修
整
備
を
切

望
し
て
い
る
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
運

動
を
年
間
１
回
も
し
な
い
割
合
が
52
％

と
一
番
多
く
、
運
動
で
き
る
施
設
が
な

い
。
健
康
増
進
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
中

核
と
な
る
拠
点
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
野
球
場
と
陸
上
競
技
場
は
改
修

や
整
備
が
必
要
な
状
況
に
あ
り
、
市
民

の
要
望
が
多
い
た
め
、
他
の
施
設
の
改

修
整
備
計
画
や
寒
河
江
公
園
再
整
備
計

画
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
よ
う
、
総
合

的
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
全
体
の
公
共
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め
て
お
り
、

そ
こ
で
示
さ
れ
る
施
設
整
備
計
画
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
第
６
次
市
振
興
計
画
の

後
期
行
動
計
画
に
具
体
的
な
整
備
方
針

を
示
し
て
い
き
ま
す
。

い
じ
め
・
不
登
校
・
引
き
こ
も
り

対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

食
材
を
メ
イ
ン
に
し
た
飲
食
コ
ー
ナ
ー

や
お
土
産
な
ど
の
物
販
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

市
長　
①
史
跡
や
参
拝
ル
ー
ト
の
整
備

は
「
史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
整
備
基
本
計

画
書
」
に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
仁
王
坂
コ
ー
ス
の
整

備
と
し
て
、
山
門
前
石
段
改
修
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
仁
王
坂

途
中
に
休
憩
所
を
設
置
す
る
ほ
か
、
第

一
駐
車
場
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
計
画
で
す
。

②
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
中
に
、
飲
食
や

お
土
産
品
を
購
入
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
地
元
の
食

材
を
活
用
し
な
が
ら
軽
食
を
提
供
す
る

計
画
で
す
。
ま
た
、
仁
王
坂
途
中
の
休

憩
所
で
は
、
催
事
の
際
に
は
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
お
茶
な
ど
を
提
供
し
、
歓
迎

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

整備された慈恩寺の山門前石段

農
業
の
６
次
産
業
化
と

子
姫
芋
ブ
ラ
ン
ド
促
進

渡
邉　
賢
一

　
　
　
議
員

野
球
場
・
陸
上
競
技
場
の
早
期

改
修
整
備
を

鈴
木
み
ゆ
き

　
　
　
議
員

る
一
斉
臨
時
休
校
で
、
不
信
と
怒
り
が

広
が
っ
て
い
る
。
長
期
休
暇
明
け
に
、

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
な
ど
の
子
ど
も

が
出
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
い
じ

め
認
知
件
数
が
増
加
し
、
不
登
校
の
児

童
生
徒
も
相
当
な
数
に
至
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
社
会
総
が
か
り
で
児
童
生
徒

を
育
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築

は
不
可
欠
で
す
。
い
じ
め
や
不
登
校
の

課
題
解
決
に
つ
い
て
も
個
人
情
報
に
配

慮
し
な
が
ら
地
域
社
会
と
課
題
認
識
や

価
値
観
を
共
有
し
、
対
策
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

新時代の主役たちが巣立った陵東中学校校門前
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Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
わ
れ
る
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
支
援
と
し
て
、
教
育
現
場
で

の
配
慮
が
重
要
だ
。
性
の
み
で
な
く
、

病
気
や
障
が
い
を
抱
え
る
子
、
家
庭
環

境
や
経
済
状
況
に
困
難
を
抱
え
る
子
な

ど
も
い
る
。
教
育
現
場
に
お
け
る
こ
れ

ら
す
べ
て
の
子
ど
も
の
多
様
性
を
保
障

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
各
学
校
で
は
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
正
し
い
知
識
の
習
得
に
努
め
、

日
頃
よ
り
子
ど
も
達
が
相
談
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
め
た
子
ど
も
の

多
様
性
を
保
障
す
る
取
り
組
み
は

太
田　
陽
子

　
　
　
議
員

し
対
応
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
子
ど
も

の
多
様
性
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
学
校

教
育
の
中
で
は
と
て
も
大
切
な
視
点
で

す
。
子
ど
も
の
環
境
や
障
が
い
な
ど
の

多
様
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
一
人
一
人

の
願
い
や
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。

教
員
の
長
時
間
労
働
は
変
形
労
働

時
間
制
で
解
消
さ
れ
る
の
か

　
昨
年
12
月
、
１
年
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制
を
導
入
す
る
法
律
の
改
定
案
が

参
議
院
を
通
過
し
た
。
こ
の
制
度
の
導

入
に
は
「
恒
常
的
な
時
間
外
労
働
が
な

い
こ
と
」
が
大
前
提
で
あ
る
。
教
員
の

長
時
間
労
働
は
変
形
労
働
時
間
制
で
は

解
消
し
な
い
と
思
う
が
、
導
入
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

は
、
給
特
法(

※
１)

な
ど
法
令
の
改
正

や
行
政
に
よ
る
実
効
性
の
あ
る
支
援
と

学
校
に
お
け
る
業
務
改
善
と
が
両
輪
と

な
っ
て
総
合
的
に
機
能
し
て
こ
そ
成
果

を
上
げ
る
も
の
で
す
。
ま
ず
は
学
校
の

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
重
視

す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
、
各
校
の
実
態
を
踏
ま
え
、
市
校

長
会
と
も
議
論
・
研
究
し
な
が
ら
こ
の

制
度
の
適
用
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き

ま
す
。

教育の現場

確かな情報と正しい予防を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
す
る

ま
で
本
市
で
開
催
す
る
式
典
、
イ
ベ
ン

ト
等
へ
の
対
応
も
含
め
ど
の
様
な
対
策

を
講
じ
る
の
か
。

市
長　
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
と
し
て
、

手
洗
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
の
徹
底
、

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
等
で
あ
り
、

行
政
の
呼
び
か
け
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

に
呼
応
す
る
市
民
・
事
業
者
等
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
が
感
染
症
対
策
を
理
解
し
、

協
力
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
は
、
感

染
の
広
が
り
、
会
場
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
開
催
の
必
要
性
を
改
め
て
検
討
し

て
い
た
だ
く
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

万
が
一
市
内
に
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
、
施
設
の
利
用
制
限
、
注
意
喚
起
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
策
は

國
井　
輝
明

　
　
　
議
員

対
策
を
一
層
強
化
す
る
だ
け
で
な
く
、

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
さ
ら
に
見
直
し
、

中
止
・
延
期
等
を
強
く
要
請
す
る
な
ど

徹
底
し
た
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
が
も
た
ら
す

本
市
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は

　
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
と
し
て
山
形

市
と
の
協
約
は
32
の
連
携
事
業
を
得
て

い
る
が
寒
河
江
市
が
受
け
る
恩
恵
は
ど

の
様
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

市
長　
本
市
が
来
年
度
か
ら
取
り
組
む

主
な
事
業
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
す
。

▽
新
卒
者
へ
の
地
元
・
企
業
情
報
等
の

共
同
発
信
事
業
▽
圏
域
特
産
品
の
販
路

拡
大
促
進
事
業
▽
広
域
観
光
の
促
進
▽

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
共
同
利
用
▽

子
ど
も
安
全
情
報
発
信
事
業
▽
消
費
生

活
相
談
事
業
▽
移
住
・
定
住
促
進
の
た

め
の
共
同
Ｐ
Ｒ
事
業
▽
空
き
家
活
用
情

報
の
共
同
発
信
事
業
▽
山
形
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
広
域
活
用
―
が
あ

り
ま
す
。
市
民
の
方
が
山
形
市
に
お
い

て
相
談
や
各
種
講
座
へ
の
参
加
が
可
能

と
な
る
も
の
や
圏
域
市
町
が
共
同
で
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
発
信
力
の

強
化
が
図
ら
れ
事
業
費
の
削
減
に
つ
な

が
る
な
ど
の
恩
恵
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

※１／公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法
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①
市
民
・
各
地
域
よ
り
要
望
が
一
番
高

い
の
が
生
活
道
路
の
整
備
で
あ
る
。
平

成
22
年
か
ら
「
寒
河
江
市
公
共
事
業
整

備
優
先
順
位
基
準
」
制
度
が
あ
る
が
多

く
の
順
番
待
ち
状
況
で
あ
る
。
本
市
で

は
ふ
る
さ
と
納
税
が
好
調
で
あ
り
そ
の

制
度
を
活
用
し
、
緊
急
な
整
備
を
行
う

べ
き
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
他
計

画
と
の
整
合
性
・
緊
急
性
・
必
要
性
・

要
望
の
熟
度
・
整
備
の
効
果
・
経
過
年

数
の
６
項
目
を
審
査
会
で
審
議
し
て
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
元
年
度
は
要
望
を

受
け
て
生
活
道
路
整
備
等
の
予
算
を
前

年
比
で
１
・
６
倍
に
増
額
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
さ
ら
に
１
・
２
倍
と
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
貴
重
な
財
源
を
活
用

し
て
整
備
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

寒
河
江
市
立
病
院
の

現
況
と
今
後
は

①
厚
生
労
働
省
が
診
療
実
績
等
を
基
に

寒
河
江
市
立
病
院
を
再
編
・
統
合
の
議

論
が
必
要
と
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
こ
と

に
つ
い
て
伺
う
。

②
河
北
病
院
の
課
題
が
昨
年
８
月
に
表

面
化
し
た
が
、
寒
河
江
市
立
病
院
も
含

ん
だ
今
後
の
寒
河
江
西
村
山
地
域
の
医

療
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

病
院
事
業
管
理
者　
①
再
編
・
統
合
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
に
お
い
て
協
議
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
地
域
の
拠
点
病
院
と

し
て
、
地
域
医
療
の
機
能
強
化
と
連
携

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
長　
②
県
や
保
健
所
か
ら
指
導
を
仰

ぎ
、
医
師
会
と
連
携
し
て
４
つ
の
公
立

病
院
を
含
め
た
地
域
医
療
体
制
を
ど
う

進
め
る
か
議
論
を
深
め
、
西
村
山
地
域

の
中
核
市
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て

生
活
道
路
の
整
備
を 木

村
寿
太
郎

　
　
　
議
員

市立病院の診察風景

　
今
冬
２
月
７
日(

金)

に
我
々
無
会
派

７
名
は
、
参
議
院
会
館
で
農
水
省
職
員

11
名
に
よ
る
①
来
年
度
の
予
算
ポ
イ
ン

ト
②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
③
さ
く
ら
ん
ぼ
の
３

点
に
つ
い
て
、
説
明
と
質
疑
を
交
わ
し

て
来
た
。
そ
こ
で
本
市
の
新
規
就
農
者

に
対
す
る
来
年
度
の
支
援
策
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　
賃
貸
住
宅
の
家
賃
、
機
械
や
施

設
の
整
備
な
ど
へ
の
補
助
金
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
の
支
援
と
併
せ
、
営
農
計
画

新
規
就
農
者
支
援
策 荒

木　
春
吉

　
　
　
議
員

就農体験ツアー

の
作
成
や
そ
の
実
行
・
検
証
に
お
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
自
立
・
定
着
に
向

け
た
技
術
指
導
や
経
営
指
導
を
行
う
考

え
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果

は
す
ぐ
に
表
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

着
実
に
積
み
重
ね
、
努
力
し
、
成
果
に

結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
生
学
力
向
上
策

　
陵
南
新
聞
10
月
20
日
号
に
「
山
形
県

学
力
等
調
査
」
結
果
に
つ
い
て
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
仏
露
中
の
３
国
に
留
学
し
、

発
砲
率
80
％
越
え
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を

制
し
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
は
「
10
年
先
を
見

る
な
ら
植
樹
を
、
１
０
０
年
先
を
見
据

え
る
な
ら
教
育
の
充
実
」
を
唱
え
て
い

る
。
本
市
内
の
小
中
学
生
の
学
力
向
上

策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
本
市
で
は
、
学
力
向
上
を
課

題
と
と
ら
え
、
３
つ
の
中
学
校
区
ご
と

に
小
中
学
校
が
連
携
を
図
り
、
学
力
の

成
果
と
課
題
を
共
有
化
し
、
教
職
員
が

同
じ
方
向
性
を
も
ち
授
業
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
２
年
度

は
、
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
「
聞
く
、

話
す
、
読
む
、
書
く
」
の
４
技
能
を
ス

コ
ア
型
の
絶
対
評
価
で
測
定
で
き
る
テ

ス
ト
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
を
導
入
し
、
生
徒
の
英

語
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
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　本市議会の総務産業常任委員会と厚生文教常任委員会は、毎
年テーマを決めて各種団体と意見交換会を開催しています。意
見交換会で話し合った主な内容は下記の通りです。

① 女性通勤者のために、夜の工業団地内の通
勤路やバス停付近に街灯が必要。

② 寒河江駅利用の要望があるが、左沢線と新
幹線の接続が悪く、ダイヤ改正をしては。

③ 通勤者は山形市と山辺・中山両町からの平
塩橋利用者が多く、整備の必要性がある。

④
下水道整備に関しては、浄化槽の経費と下
水道料金を比べて、難しい状況だ。使用料
算定基準の再検討が課題。

⑤
精密機械等を輸送時、少しの振動で破損す
る恐れがあるため、道路の整備と点検が課
題。

① 経営効率化に加えて、地域全体として必要
な医療は何かという視点が必要。

②
山形市内の病院等との連携は重要である
が、河川に囲まれた当地域の特性等を踏ま
え、災害時等を考えると地域内である程度
は完結できるようにする必要がある。

③
山形市から当地域に通う医師も多い。夜間
に災害が起きた場合、医師が来れず現場が
混乱してしまう。地域全体でカバーできる
体制が必要。

④
再編については、置賜のように基幹病院と
各市町に設置されたサテライト医療施設が
機能分担し、連携する形が参考になるので
はないか。

総務産業常任委員会[１月29日実施] 厚生文教常任委員会[２月13日実施]
■団体名／寒河江中央工業団地振興協会
■テーマ／工業団地の現状と課題について

■団体名／寒河江市西村山郡医師会
■テーマ／西村山地域の公立病院再編について

10

各常任委員会と
各種団体との
意 見 交 換 会

　世界的に猛威を奮っている新型コロナ
ウイルス感染症が拡大の一途をたどり、
我が国においても感染者の増加が止まら
ず、４月７日に７都府県を対象に緊急事
態宣言が発令されるに至りました。
　本県でも３月31日に感染者が初確認さ
れてから、ほぼ毎日感染者が発表され、
寒河江市への感染も大いに懸念される状
況となったことを踏まえ、４月15日、市
議会では市長に対し「新型コロナウイル
ス感染症対策」について要望書を提出し
ました。

要望書（概要）
１　全　般
　① 　新型コロナウイルス感染症関連のワンストップ窓口の設
置および各種措置に関する申請手続きの簡素化

　②　税の申告・納付期限の延長
　③　生活困窮者への現金給付の支援
２　企業（事業主）支援関係
　① 　寒河江市中小企業振興基金（上限1,500万円、年利
1.4％）の金利の０％化および据え置き期間の緩和

　②　ホテルや飲食店等への激励金の支給
３　農業関係
　① 　さくらんぼ狩り実施に係る方針の早期提示および実施し
ない場合の農家救済策の検討

　②　農家への生産物の価格低下に対する補償の実施
４　学校等関係
　① 　学校関係行事を変更する場合、関係者が対応できる時間
的余裕を与える

　② 　保育所・学童保育・小中学校への空気清浄機の速やかな
設置

　③ 　この窮状を支えている放課後児童クラブへの各種支援の
実施 

５　感染拡大防止関係
　① 　児童生徒、妊婦、既往症を抱えている人、高齢者へのマ
スクの配布

　② 　自宅でマスク制作ができるように型紙や作り方を年配の
方でも分かり易い方法で周知

新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書提出（令和２年４月15日）

要望書を提出する議長（右）
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２月５日～
４月30日　

　
２
月

５
日　

 

第
１
０
８
回
全
国
市
議
会
議

長
会
評
議
員
会
、
会
派
視
察

研
修[

総
政
会](

〜
７
日)

会

派
視
察
研
修[

寒
河
江
み
ら
い]

(

〜
６
日)

６
日　

 

会
派
視
察
研
修[

さ
わ
や
か
ク

ラ
ブ
、
日
本
共
産
党
寒
河
江

市
議
団
、
市
民
ク
ラ
ブ
、
新

星
会
、
紫
苑
会](

〜
７
日)

７
日　

 

会
派
視
察
研
修[

創
生
寒
河
江

の
会]

12
日　

 

第
46
回
全
国
高
速
自
動
車
道

市
議
会
協
議
会
定
期
総
会

13
日　

 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
意
見

交
換
会

14
日　

 

議
員
懇
談
会
、
さ
が
え
市
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
協
議

会

17
日　

 

会
派
視
察
研
修[

木
喬
会](

〜

18
日)

18
日　

 

会
派
視
察
研
修[

寒
政
・
公
明

ク
ラ
ブ](

〜
19
日)

20
日　

 

全
員
協
議
会
、
予
算
内
示
会
、

議
員
懇
談
会
、
寒
河
江
市
議

会
改
革
・
活
性
化
検
討
委
員

会
、
さ
が
え
市
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
協
議
会

26
日　

 

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
協
議
会

　
３
月

２
日　

 

第
１
回
定
例
会(

〜
23
日)

、

全
員
協
議
会
、
議
員
懇
談
会
、

議
会
運
営
委
員
会
協
議
会
、

さ
が
え
市
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会

11
日　
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会

19
日　

 

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
協
議
会

30
日　

 

さ
が
え
市
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会

　
４
月

３
日　

 

議
員
懇
談
会
、
行
政
視
察
・

意
見
交
換
会
に
関
す
る
報
告

会

９
日　
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会

13
日　

 

議
会
運
営
委
員
会
協
議
会
、

さ
が
え
市
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会

15
日　

 

議
会
運
営
委
員
会
協
議
会
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
要
望
書
提

出

17
日　

 

寒
河
江
市
議
会
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
検
討
委
員
会

22
日　

 

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
協
議
会

27
日　

 

第
１
回
臨
時
会
、
全
員
協
議

会
、
議
会
運
営
委
員
会
協
議

会

※ 

会
派
視
察
研
修
で
表
記
し
て
い
る

会
派
名
は
、
寒
河
江
市
議
会
政
務

活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
施

行
規
則
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
届
け
ら
れ
た
名
称
で
す
。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

自
動
車
急
発
進
防
止
装
置
設

置
補
助
金
に
つ
い
て

参
加
者　
装
置
の
設
置
費
用
お

よ
び
補
助
の
内
容
は
。

議
員　
カ
ー
用
品
店
で
は
、
約

４
〜
５
万
円
で
取
り
付
け
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
、
２

万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
も
の

で
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

参
加
者　
利
用
す
る
に
は
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か
。

議
員　
ま
ず
、
市
に
事
前
登
録

を
し
ま
す
。
利
用
す
る
際
は
、

利
用
日
の
前
日
ま
で
タ
ク
シ
ー

会
社
へ
連
絡
し
予
約
し
ま
す
。

利
用
対
象
と
な
る
の
は
、
田
代
、

幸
生
、
醍
醐
、
谷
沢
、
中
郷
エ

リ
ア
に
お
住
い
の
方
で
す
。

※
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、

上
河
原
・
入
倉
地
区
ま
で
対
象

エ
リ
ア
が
拡
大
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

参
加
者　
平
成
30
年
度
は
、
約

35
億
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
経
費
を
差
し
引
く

と
、
ど
の
程
度
残
る
の
か
。

議
員　
経
費
を
差
し
引
い
て
、

約
３
割
の
10
億
円
ほ
ど
が
残
り

ま
す
。

市
民
浴
場
の
移
転
に
つ
い
て

参
加
者　
活
断
層
か
ら
少
し
離

れ
た
場
所
に
移
転
新
築
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
少
し
離
れ
た
だ

け
で
大
丈
夫
な
の
か
。

議
員　
移
転
先
を
検
討
す
る
中

で
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
て
お

り
、
活
断
層
か
ら
30
㍍
離
れ
れ

ば
大
丈
夫
と
の
こ
と
で
す
。

※
移
転
先
は
、
現
在
地
か
ら
南

東
へ
約
６
０
０
㍍
の
場
所
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
11
月
13
日
〜
20
日
に
、
９
会
場
で
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
要
望
等
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

議会報告会の様子（会場：美原町公民館）

市議会ホームページ「議会報告会
の結果」へのアクセスＱＲコード

―議会報告会中止のお知らせ―

　例年５月頃に実施していた議会報告会
については、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止いたします。
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■
発
行
　
寒
河
江
市
議
会
　
■
編
集
　
さ
が
え
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　

■
印
刷
　
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社
　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い

る
３
月
時
点
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
地
球
規
模
で
感

染
拡
大
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

い
世
界
経
済
も
極
め
て
大
き
な

影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
こ
の
議
会
だ

よ
り
が
届
く
５
月
に
は
、
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
い
る
よ
う
に

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
今
議
会
は
寒
河
江
市

議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
て
か

ら
初
め
て
の
「
予
算
議
会
」
で

し
た
。
予
算
の
審
議
は
、
１
年

後
、
５
年
後
、
10
年
後
に
こ
の

街
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
未

来
を
し
っ
か
り
と
想
像
し
な
が

ら
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
は
想
像
で
き
な
か
っ
た

よ
う
な
こ
と
が
次
々
と
起
こ
り

ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
明
る
い

街
の
未
来
に
向
か
っ
て
議
会
も

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。　

 

　
（
後
藤
）

　
高
松
は
、
慈
恩
寺
の
玄
関
口

と
な
る
高
松
駅
が
あ
り
国
道
１

１
２
号
が
走
る
交
通
的
に
も
利

便
性
が
高
く
、
ま
た
、
地
震
以

外
の
自
然
災
害
が
皆
無
と
言
っ

て
い
い
安
全
な
立
地
環
境
に
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ワ
ー
ク
手
法
で
整
備
し
て
い

る
親
水
空
間
・
高
松
堰
や
、
色

彩
豊
か
な
国
道
１
１
２
号
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
等
々
か
ら
、
よ
く

「
美
し
い
と
こ
ろ
だ
。
」
と
、

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
現
在
、
町
会
と
し
て
、
本
当

に
協
力
的
な
住
民
の
も
と
適
宜

に
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

各
団
体
で
も
、
例
え
ば
老
人
ク

ラ
ブ
で
は
、
サ
ロ
ン
事
業
等
、

盛
ん
に
活
動
を
し
て
お
り
ま
す

し
、
毎
年
の
日
吉
神
社
例
大
祭

時
に
は
、
元
気
な
声
が
響
き
渡

る
子
供
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
。
そ

し
て
、
西
覚
寺
田
植
踊
保
存
会

等
々
、
各
々
の
立
場
で
活
動
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
美
し
く

快
適
な
環
境
の
中
で
生
き
生
き

と
暮
ら
し
て
い
け
る
高
松
の
構

築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
外
出
を
自
粛

し
、
家
族
で
一
緒
に
過
ご
す
時

間
が
、
い
つ
に
も
ま
し
て
増
え

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
に
は
、
２
歳
に
な
る
娘
が

い
ま
す
。
保
育
園
に
通
い
な
が

ら
、
良
い
先
生
、
良
い
お
友
達

に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
元
気
に
生

活
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
お
し

ゃ
べ
り
が
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
や
っ
て
娘
が
一
歩
一
歩
成

長
し
て
い
く
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
大
き
な
幸
せ
で
す
。

　
共
働
き
を
す
る
私
た
ち
に
と

っ
て
、
寒
河
江
市
が
子
育
て
支

援
を
す
る
、
０
歳
児
保
育
や
高

校
三
年
生
ま
で
医
療
費
無
料
、

病
後
児
保
育
施
設
の
開
設
等
、

特
に
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
支
援
は
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
世
代
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
寒
河
江
市

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

第２回定例会の日程（予定）
６月９日㈫　本会議（議案上程、説明）
　　12日㈮　本会議（一般質問）
　　17日㈬　本会議（一般質問）
　　18日㈭　 本会議（質疑）、予算特別委
　　　　　　員会、各委員会・分科会
　　19日㈮　各委員会・分科会
　　25日㈭　予算特別委員会､
　　　　　　本会議（採決）

※いずれも午前９時30分から開会します｡
※ 日程は変更になる場合がありますので､
議会事務局(☎85-1899)にお問い合わ
せください。

元気に巡回！子供みこしパレード

高
松
町
会

　
横よ
こ
や
ま山　

一い
ち
ろ
う郎

さ
ん

■議会の傍聴について
　本会議等の傍聴については、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大状況により、ご
遠慮いただく場合があります。
　また、市議会ホームページでは、イン
ターネットによる本会議等のライブ中継、
録画中継の配信を行っていますので、ぜ
ひご覧ください。

■ 第２回定例会の請願・陳情の締め切り
日時は、６月３日㈬の正午です。

西
根

犬い
ぬ
が
い飼　

高た
か
ひ
ろ拡

さ
ん


